






















工程がある。 一つは、ラミナ（厚さ 5 センチ以下）を上
下に重ねて塊状にした部材を、縦に薄くカットして板材
にする方法で、集成材を製造する工場においては一般的





























テーブル 「LLT」 は、 当然ながら両端の使い勝手がや
や犠牲になっている。しかし、集成材を引きちぎったよ
うな天板の力強さは、加工木材でありながら切り出した
無垢材のような魅力を放っている 。 また連結時には、継
ぎ目が材の集成目に紛れる為、 一枚板のような魅力を得
ることができた。
ベンチ「LLB」 は、テーブルに比べると 当然使用u者の
ネガが少ない。 テーブルと問じく縦方向の連結は当然な
がら、奥行き方向に並べても、一体感のある見栄えを得
ることができ、 高い汎用性を備えている。
らも作ることができ、より材料の無駄が少ない方法でも 製作協力．株式会社テオリ
ある。一枚づつ集成するため若干手間はかかるが、規格
外のサイズに対応し易く（機械の範囲内で）、水平にプ
レスをかけることができる機械さえあれば、どのような
工場でも対応し易い。
これら二つの製造工程のうち、後述の工程には、前述
の行程では製造できないものが作れることに着目し、そ
れをデザインソースとした。
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